20120923　1部礼拝
あれほど愛したのに(ルカ13:31-35)
　ある人が歯を食いしばりながらこのように言いました。私はこれから一生、絶対、酒は飲みませんと。なぜ、そのような思いを持って決心し言ったのかと言うと、その父親が酒癖が悪く酒を飲みすぎ、お酒のせいで病気になり早く死んでしまいました。それに反動的に、また反対の執念というものが心に芽生えてきてそのように言っていました。もちろん、そのとおりになるかどうかわからないし、それが良いかどうかと言うこともはっきり言えません。でも、そのようなことがあるということをまず覚えていただきたいと思います。　ある人はまたこのような話をします。私はもうこれから絶対に恋なんかはしませんと。その人は何回かの失恋の経験があります。だから、「もう嫌だ、もういい」と恋の反対の方に反動的に走るようになり、しかも、執念を持ってそのようなことを口にしてしまったりします。つまり、それには「絶対これはあり得ない、まさかあんなことがあるなんて」と言うのがあって、その反対の方に行きます。

今日、私たちはイエスさまがエルサレム、イスラエルを見ながら嘆いていらっしゃる部分をともに目にしました。そのイエスさまの嘆きの声を聞きながら、私たちクリスチャンがそのような気持ちにならないといけないということです。それが聖書がこの箇所をとおして、神様が私たちに語ろうとしていらっしゃる内容ではないかなと思います。イエスさまがいろいろなことを為していらっしゃって、そのイエスさまのことを拒否していたほとんどの人、偉い人、パリサイ人などを見ながら回っていらっしゃるときに、パリサイ人の何人かが「イエスさま。もう出て行ってください」と口実をつけて言いました。当時、総督だった「ヘロデがあなたを殺そうとしますよ。だから、とにかく出て行ってください」と。それはもう嫌だという意味です。そのときにイエスさまが「出て行ってと言われるから出るということではありません。わたしはそれに構わず、そんなことと関係なく神様のご用のために、救いの神の働きのために来た。それをきちんと全うするために突き進んでいくだけです」というようなお話をしていらっしゃいました。それから、預言者がエルサレム以外のところで死ぬことはあり得ませんと。最終的にはイエスさまが十字架にかけられる話をしながら、「ローマの総督があなたがたが嫌だとか何とか言うからそれに揺れ動くような、そのスケジュールにのって動くようなものではない」というお話をしていらっしゃいました。それをおっしゃって、それから、34節を見ると「ああ。エルサレム。エルサレム」とエルサレムを1回ではなく2回も書いてあります。聖書には2回も何かを呼ぶというのはめったにありません。よほどの気持ち、心境でいらっしゃったということがここに記されています。「エルサレム。エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者、また、めんどりがひなを翼の下にかばうように、集めようとしたにもかかわらず、あなたがたはそれを拒否していた」。そのイスラエルの今までの歴史、それが未だにずっと続いています。イエスさまが今目の前にいらっしゃるのに、そのイエスさまを拒否して「出て行ってください」とそこまでずっとつながっていました。それがイエスさまは人間的な表現を借りて申し上げますと、「あなたがたはいったいどういう者、何ものなのか。どういうつもりなのか。何をしているのか。こんなことはありえるのか」というお話です。「ここまでやったのに、神様があれほど愛していたのに何をしているのか。なぜ神様の愛を拒否するのか。なぜ神様の愛を持ってそれを伝えるために遣わされた預言者を殺したりしたのか。何様のつもりなのか」と言う話です。人間的な表現で申し上げると。イエスさまがそのようにおっしゃっている心境を少し私たちが想像しながら読み取らないといけないと思います。それで、その結果、35節です。「見なさい。あなたがたの家は荒れ果てたままに残される」。つまり、一言で言うと、「イスラエル、エルサレムはもうこれでおしまいだ。もう希望はない。滅びるしかない」ということです。そして、そのとおりになりました。イスラエルの歴史を見ると、1500年以上国を失って全世界に散らばり、ものすごく悲惨な目に遭うようになりました。それが決定的な、最終的な姿であり、その前は旧約の聖書、歴史を見ると数はキリがないでしょうが大きな災いだけでも6回くらいありました。エジプトの捕虜にされ奴隷になってしまったとか、バビロニヤの捕虜になってしまってアッシリアにやられすべてが捕虜にされてしまったり、そのような歴史の連続だったのです。その最後にイエス・キリストが来られました。イエス・キリストがこの地上に来られ彼らの前に現れて、天の御国の福音を伝えて病人をいやしたり、神の愛を語っているようになったにもかかわらず、そこまで拒否しました。それで、その結果、滅びるようになりました。今までのいろいろな失敗、いろいろな災いの集大成みたいなものになってイスラエル、そのものが滅びるようになりました。今から50年前ぐらいにやっと国を回復しましたが、いまだにイスラエルの人々はなぜ彼らの歴史がそのように悲惨な目に遭い、涙に濡れている歴史にならざるを得なかったのかわかっていません。イエスさまは今日そのようなお話をしていらっしゃいます。ですから、まず私たちはイエスさまの嘆きの声を聞いて、それに耳を傾けなければなりません。これから私たちの本当の勝利、真の癒しの祝福がそこからスタートします。ただのイエスさまの話ではなく、イエスさまのこの言葉で全部言い表せないけれども、嘆きの声を聞く必要があります。簡単におっしゃっているわけではありません。「エルサレム。エルサレム」と。100％すべてはかり知ることはできませんが少しでも近づいて想像しようという思いで聞いていてください。イエスさまは嘆いていらっしゃいます。「神に選ばれたイスラエルが滅びるのだ。なぜこんなことがあるのか。」イスラエルは本当に滅びてしまいました。それが歴史の証拠です。なぜそうなったのかと言うと、イスラエルが悪いからではありません。人間は皆、悪いです。ただ、神様が愛のラブコールをして愛して、導きました。けれども、それを拒否するのです。別に私たちが良いことをやって偉いことをやるから守られるとか、そういう意味ではありません。元々、人間はそんな偉い存在ではありません。皆さん。自分自身が他の人と比べてそんなに偉くないということで絶対に悩まないでください。悩むのは高慢です。ある意味、無知です。人間は最初からそのような者ではありません。人間そのものに希望はありません。だから、神様が神の愛を持って人の方に来られました。神様があらゆる手を持ってイスラエルを守り導かれました。それなのにイスラエルは今、イエスさまが短くおっしゃっていますが、契約の歴史を見ると神の愛を拒否するのです。「神様の方に立ち返りなさい」と人間的な表現に変えて申し上げると、神様がのどから血が出るほど叫んだにもかかわらず神様に見向きもしません。神様の方に帰ろうとしません。神様のことが頭にありません。彼らは「神。神」と言葉は連発していたかもしれません。でも、本当に神様に立ち返るということはありませんでした。それほど神様が、ある意味、しつこく、しつこく干渉したにもかかわらず神様に見向きもしません。神の愛なんか拒否してしまいます。それが人間の失敗であり、人の災いの理由であり、人、人生、世界、社会の滅びの理由です。神の愛を拒否します。神の愛なんか興味ありません。それがどれほど悲しいことなのか、どれほど恐ろしい不幸なのかをイエスさまは今日私たちに語っていらっしゃいます。私たちが助かる道、神の愛のすべてである福音をおっしゃっているのに福音を拒否するのです。どのようにしたのかと言うことがここに書いてありますが、「好まなかった」とあります。これは日本語的に好まないという表現ではなく、「もう嫌で嫌でしょうがない」ということです。そして、福音を拒否するだけでなくどうしたのでしょうか。その福音を抹殺しようとしていました。だれがでしょうか。「神様。神様」と叫んでいるイスラエルがです。エルサレムが。彼らは「私たちはそんなことありません」と今でも言っているのですが、イエスさまはお見通しです。「あなたがたは一度も神様に立ち返ったことがありません」と。神様は紅海を分けて、羊の血を持ってエジプトの奴隷から奇跡的に彼らを救いだし、捕虜になったところから帰還させたり、あらゆることをなさいました。その飴とムチ、すべてを動員して神様はイスラエルを導いていらっしゃいました。しかし、その結果、彼らは遣わされた預言者を殺すところまで行ったのです。石打ちにして殺してしまいました。それが歴史です。預言者を殺すということは神を殺すことと同じです。神様は殺されません。でも、内容的にそのような内容です。彼らはいまだに気づいていません。だから、私は前にもお話ししたように今のイスラエルの人が「私たちは選ばれた者であって他の異邦人とは違う」と自分の国を、自分の先祖のことをものすごく誇りに思っていることはおかしいと思います。正常に歴史を見ると恥ずかしくて、恥ずかしくてしょうがない歴史ばかりです。イエスさまが一言でそれをまとめました。「いったい何者なのか。何様のつもりなのか」と。最後の最後にすべての預言者のまとまりであり、福音そのものであるイエス・キリストが、神様ご自身がこの地上に現れたにもかかわらずイエスさまを殺そうとして「もう出て行ってください」とイエスさまを拒否します。イエスは神の愛です。イエスは救いの福音です。そのイエスに「出て行ってください」と言い、最終的には十字架の死刑にかけ殺してしまうようになりました。それがイスラエルです。イエスさまは今おっしゃっています。神様があれほど愛したのに、あれほど集めようと翼の下に鳥が雛を集めるかのように必死で神さまが集めよう、集めようとしたにもかかわらず結果はこれです。それで滅びるようになりました。神の愛を拒否すること、福音を無視すること、福音を拒否することがどういうことなのか、すべてを失うことです。滅びることなのです。そのようなことを歴史をとおして、イエスさまの嘆きの声をとおしてしっかりと心に留めないといけません。
そして、これはこういうメッセージも今語っているでしょう。神様がそれほど集めようと、集めようと愛を持ってしたにもかかわらず、イスラエルがこうなってしまったのであればイスラエル以外、他の異邦人、他の人々はもう言うまでもない、つまり、人間はだれであっても最初から最後まで希望のない悪だという話です。人が一番嫌いなことは今申し上げました話です。サタンが人々の頭の中、脳細胞の中に刻み込んだチップは何かと言うと、人間は神様がいらっしゃらなくてもできるという思想です。最初からそんなことはあり得ません。それがもっともな話のように、立派に聞こえてくるように洗脳されているのです。もちろん、人を無視するわけではありません。でも、事実そのような存在です。どこに希望があるのでしょうか。今私たちを見ているのではないでしょうか。また私たちも短い人生をとおして本当に素直になれば認めざるを得ないのではないでしょうか。それにもかかわらず人は、「イスラエルにあれほど愛を注いだにもかかわらずだめだったならば、他の人間は言うまでもない、人は言うまでもなく最初から希望のない悪なのだ」という話を聞こうとすると暴れてしまいます。このイエスさまの嘆きの声をとおして私たちはキャッチしなければいけません。まずは神の愛、いのちの福音を無視して拒否することがどれほど恐ろしいことなのか、どうなったのかを見ます。まるで酒癖が悪くて病気になり酒のせいで死んでしまったことを見ていた息子のように見なければなりません。そうするとどのような気持ちになるでしょうか。それが今日、神様が私たちに語ろうとしていらっしゃるメッセージです。
もう一つは人は希望のない悪だということです。ですから、今日礼拝をささげている私たちはまずこのようなことを心から感謝しないといけません。それなのにどうやって私たちはイエスさまのことを救い主として心から理解し、アーメンとうなずいてイエスさまを信じるようになったのでしょうか。世界中で他には救いの道がありませんということに皆さん、うなずきました。「イエス以外には十字架にかけられて私たちの身代わりとして死なれてよみがえられたイエス、つまり、キリストであるイエス以外には救いの道はありません。イエスしか希望はありません」という話は皆うなずいて信じて受け入れました。それで今日ここで礼拝をささげていらっしゃるのではないでしょうか、もしそうでない方もここにいる限りは神様がそのような恵みを持ってここまで導いていらっしゃったということをぜひ気づいていただきたいと思います。それで今自分が、私たちがこの福音のお話をしっかりわかって福音を受けたイエスさまのことを、キリストを救い主として心から信じるようになった、この信仰を持つようになったということはあり得ないことなのに、今私たちにできてしまいました。つまり、100％、200％絶対的に神様の恵みの他ありません。これに対して「ああ。恵みなのか」という教理ではなく、この反動的な感激と感動を覚えないといけません。ほとんどのクリスチャンにそれがありません。「まあ、救いの恵みです」とどこで習ったのかわかりませんが、恵みなのかその意味もよくわかっていないいくせにそう言います。知らないよりはいいのですが。だから、イエスさまの嘆きの声、イスラエルの歴史を見てください。私たちは神様と全く関係なく偶像崇拝をし、迷信に捕らわれ宗教にはまって、「もう神などいらない」と突っ走っていたときに、「神様。神様」と言っていたイスラエルがだめだったのです。拒否していました。それなのに、なぜ私たちはイエスさまのことを信じるようになったのでしょうか。解釈できません。理解不能なことです。理解に苦しみます。

答えは一つしかありません。神の恵み、絶対的な神の恵みです。なるほど、だからあり得ないことなのに私たちにありうることになって、つまり、言葉を変えますとイエスさまを信じました。福音が何か聞こえてきたということは皆さんの過去がどうであれ、身分が上なのか下なのか、能力や才能、学歴などと、また人間性や性格などと全く関係なく、史上最高の奇跡の出来事なのです。本当にアーメンでしょうか。それが今日のイエスさまの嘆きの声をとおして私たちがキャッチ出来るメッセージです。今まで皆さんがイエスさまを信じることをどのように思ったのか、信じてよくなったこともあるし、あるいはなかなか答えがないとか、伝道がうまくできる人、そうでない人などいろいろあって、また肉体的に人と比較して良い悪いと言っているとき、それが大きくなっているかもしれません。でも、それがどうであれイエスを信じました。きちんと正しくイエスさまのことをわかって「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしをとおしてでなければだれ一人父のみもとに来ることはありません」の御言葉に「アーメン」とうなずいたのであれば、皆さんがどんなに格好悪い人間でも関係ありません。奇跡です。この地球上、奇跡はそれしかありません。それ以上の奇跡はありません。また他はある意味奇跡と言えません。マジック、イリュージョンのように人がいるのに剣で刺しても人が死なないというのは奇跡ではありません。もちろん、大洪水に流れていた人がもう皆死んだと思っていたのに助かった、それはちょっとした奇跡かもしれません。癌にかかっていた人がいきなり写真を撮ってみると癌が全部無くなった、それは奇跡でしょう。今の世の中の医学では理解できない奇跡かもしれません。でもそれは本当にちっぽけなものです。最初から希望がまったくない悪である人間、聖書は「すべての人が罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。人は義人はいない。一人もいない」人は内側から出るものはすべて悪だけだと言われています。イスラエルでもない異邦人だった私たちがイエスのことを聞いて「なるほど。イエスさまは私に必要です」と信じるようになったのは最高の奇跡です。その感覚が求められます。それで皆さんはその感謝を単なる感謝ではなく、子どもの讃美歌にあるようにびっくりして驚きながら感謝するように本当に感謝しているでしょうか。答えられているからではなく、イエスを信じました。「私のような人間がどうやってイエスさまを信じることができたのだろう。不思議だな」とびっくり驚いて感謝します。クリスチャンに感激がありません。病気が治ると感激があるかもしれません。教会がいきなり人が増えると感激があるかもしれませんが、そのようなことと関係ないイエスによる感謝、感激がないといけません。イスラエルの人を飴とムチでどれくらいの期間でしょうか。神様がそれほど関わってしたにもかかわらず、拒否するしかなかった、それが人間です。福音を理解した、福音を受けている皆さんはいろいろなことを考えるのでしょうが、そのいろいろな祝福は必ずついて来ます。それらを心配しないでイエスを信じますと言うことがどういうことなのか、それにびっくり驚く感謝、感激の感覚を持つようにしてください。そこから、皆さんが望んでいらっしゃるあらゆるものがそこに全部関わっているのですから。これがクリスチャンの知恵です。

それでこの感激とともに最後にこのイエスさまの嘆きの声を聞いたのであれば、私たちはこのイエスさまの福音、神の愛に対して、また預言者をとおして語られた神のメッセージ、御言葉に対して単なる平凡な思いで普通に接してはいけません。父親が酒の病気で死にました。その人は酒を見るとき「酒」と見るでしょうか。先ほど申し上げましたように、「絶対に酒など一生飲まないし見向きもしません」となるでしょう。それが韓国では恨（ハン）です。日本語では同じ言葉がないので執念でしょうか。そのような思いで神の愛、イスラエルが拒否して滅びてしまったその福音に対して、その執念をもって関わって欲しいというのが神様の願いです。皆さんは偉い訓練が必要で、偉い知識が必要だと思うかもしれません。違います。私たちに最高の福音を与えられ神の愛を注いでくださったので、問題はそれに対して良い意味で執念深くなってください。反対の方向に。福音を拒否して滅びたのであれば、福音を普通にではなく「絶対に酒を見ない」という気持ちと同じ気持ちになって「私は何があっても福音は絶対に死守します」これが執念です。福音に対してそのような気持ちを持つこと、他の何かかが混ざることが無いように、そして、環境がどうであれどんな事件が起きても、どの方向に傾くのかなどいろいろあるでしょが、そういったことによって福音が揺れることは絶対にあってはいけない、「福音はもう何が何でも死守します」という気持ちです。福音とはそういうものです。福音を拒否するとどうなったのか。「エルサレム。エルサレム」と2回も呼びかけるイエスさまの心境を良く考えください。そうならば反対の方向に飛んでいかないといけません。それほど拒否してそうなったのだから、私はそうではなく積極的に「福音、福音」としようではないか。これがクリスチャンの信仰の姿勢です。
それから、死守するどころか「絶対的に福音を最優先にする」というのが執念と言う意味です。ただ福音ではなくて。だから、面白くありません。クリスチャンの人生はものすごくエキサイティングなのです。福音と神の愛に対して人それぞれ今まで持っていたものではなく、韓国語で良い意味での恨（ハン）、良い意味での積極的な執念を持ってください。そうするとクリスチャンの人生はエキサイティングになります。でも、皆さんどうでしょう。クリスチャンとしての人生、信仰生活が本当に楽しいでしょうか。エキサイティングでしょうか。あまりそうではないでしょう。なぜかというと他に問題があるわけではありません。福音が自分自身にとってエキサイティングなものになっていないからです。神の愛が。それで先の病気によって父親が死んだ、また失恋の話をした理由をよく覚えて、それくらいは説明しなくてもわかりますね。恋に何回も何回もだまされたのでもう恋などとは言わないでしょう。何回も何回もだまされた人間は歯ぎしりをしながら「恋なんかは絶対にしません」と言います。わかりますか。「福音を拒否してこんなに滅びたのか。それならば絶対に私は福音だ。何が何でも福音だ。どんな理論があろうが、どんな立派な意見があろうが、どんな状況であっても何があってもとにかく、福音を絶対に最優先にする」と福音に執念を持ってください。ダビデは言いました。死の陰の谷を歩くときでも構いません。真っ先に主は私の牧場の羊飼いであります。私には乏しいことがありません。福音に執念があるからです。真っ先に福音を持ってきます。戦いです。パウロも言いました。刑務所の中に入れられものすごく険しい環境で、どうなるかわからない状況の中でそれがいつどうなるかなどに負けるつもりがありません。なぜでしょうか。福音の執念があるから刑務所なのか、明日死ぬか関係ありません。とにかく真っ先に福音なのです。手紙の一番前に、私は天にある霊的なすべての祝福をいただいている者です。私は幸いな者です。これを絶対的に優先します。これが福音の恨（はん）です。執念です。だから、福音をただ買い物のリンゴみたいに考えないでください。執念です。
それから、パウロも信仰の先輩もそうであったように、そのような執念を持っているとこれから何があっても絶対的に福音を尊重する、つまり、福音の価値を認めるようになります。イエスさまがおっしゃいました。「わたしについてくるときにあなたの家族、あなたの旦那さん、子ども、仕事、全部捨ててついて来なさい」と。大金持ちがイエスさまに言いました。「どうしたら永遠のいのちが得られるのでしょうか」と。「あなたの財産全部売って貧しいものに分け与えてわたしについて来なさい」と。すると金持ちは心配そうになって帰ってしまいました。これは財産の問題ではありません。福音の価値が分かるのかと言うことです。パウロは言いました。「この福音の恨（ハン）、執念、私はイエスの十字架以外には何も知らないことに決心した」と。こういう姿勢、このような気持ちです。皆さんに福音が与えられていますが、その福音は別々、バラバラではなく同じものです。ただ皆さんがその福音に対してどういうアプローチをするのか、どのような気持ちになっているかが問題です。それを私たちに少しでもうながすために今日、イエスさまがおっしゃっています。「エルサレム。エルサレム。あなたは荒れ果てて滅びる」。そのとおりになりました。理由は何でしょうか。神の愛を拒否して、神の福音を拒否するからです。それならば私たちは「拒否しません」ではなく、反対にぎゅっと握りしめて、いつでも福音を使います。

最後の福音の執念というものは、「何があっても何をしても私は残りの生涯、教会とともに絶対的にこの福音を伝えます」それ以外には希望がありません。それに執念深いクリスチャンになるようにしましょう。どれほど伝わったのかはよく分かりません。聖霊様が皆さん一人一人に本当にイエスさまの心境を万分の一でも伝わるようにしてくださることを祈りたいと思います。
　それで結論から申し上げると、皆さん自分自身を振り返って二つのことをチェックしてみてください。何かと言うとまず自分自身のことを点検して振り返ってみてください。皆さん、自分のこと、自分の人生をどう思っていらっしゃるのでしょうか。今の現実、ただの目に見える過去だけで評価してはいけません。皆さん自分自身に向かって言ってください。「私。私の人生、奇跡です。私は奇跡のものであり、奇跡の人生です」と。いつも申しあげているように、皆さん自分自身に対して他の条件なしでイエスを信じました。それは神の愛を受け入れたということです。そのことだけで自分をほめてください。他のいろいろな評価が全部つぶれていくくらいほめてください。今霊的な問題を抱えて、今うつ病であって、今様々な病を抱え、今厳しい状況であってもそれに負けないで、まず「それにもかかわらず、おまえは奇跡の者だ。おまえは奇跡の主人公ではないのか。地獄の炎から引き上げられて者ではないのか。絶対にあり得ないことがあなたに起きたのではないのか。あなたは神のものではないのか」それをいつもチェックしてください。
それから、先ほど申し上げましたように、皆さんの信仰の姿勢を振り返って点検してください。熱心にやりなさいと言う意味ではありません。でも、積極的にエキサイティングな執念を持ってアプローチをしてください。何に向かってでしょうか。イスラエルは神様を拒否しました。私たちは反対に何が何でも私はいつも神に向けて、いつも神に向かいます。それが執念になるようにしましょう。いろいろな誘惑があります。いろいろな声があります。自分の内側からも声があります。全部無視して、とにかく何が何でも私はこれが執念です。「絶対に酒など見ない」と同じように「私は絶対何があっても見向きもしないで第1に神に向かいます」。そして、今与えられている福音をいのちより大事にすると告白してください。いのちより大事です。預言者を石打ちにしました。私たちは反対に、昨日、結婚式でも反対にという話をしましたが、私たちは正反対に真逆にします。理由などありません。「何がどうであっても礼拝をとおして神の御言葉、その御言葉から与えられる祈り、祈りによる伝道、これは譲りません。これに積極的に恨（ハン）を持って執念深くアプローチする」と告白してみてください。このような姿勢を献身と言います。その献身を覚悟してください。「エルサレム。エルサレム」。その反対をすればよいのです。その真逆を歩けばよいのです。私たちは感謝なことにそれができるように神の恵みによっていのちが与えられました。聖霊様が皆さんの一人一人の中にいらっしゃってそのようにしてくださいます。皆さんの能力と関係ありません。今はそういう時代です。だから、ちょっとだけメッセージを握って、皆さん、信仰の姿勢を点検してください。できれば、朝目覚めたときに、また夜の仕事をしていらっしゃる方は午後2時くらいに目覚める場合もありますが、とにかく自分が目覚めたときにどんな状況であっても一番真っ先に福音をもって福音を黙想することから始める練習をしてください。このメッセージを握っても実際にはなかなかうまくいかないので、メッセージを握ったのであればそのようにしようと祈ってください。
それから、皆さんの心の中で競技をやってください。いろいろなものがあって福音も一緒にそこで戦っています。だから、皆さんの内側で福音を必ず優勝させる、福音の優勝会をいつも設けてください。これは執念です。私たちがつまずくような理由、また傷というものがあります。傷になるような内容、また不安、心配になるときもあります。いろいろな理由があります。そういったものが私たちにとって一番大きなテーマになっているかもしれません。クリスチャンでありながらもそれは嘘ではないでしょう。でも、皆さんの内側でそういった様々な関心、興味、心を一番引っ張るものがあると思います。それを全部、2位、3位、10位ぐらいに全部落として、福音を優勝させるようにしましょう。理由がどうであれ。これが恨（ハン）、執念です。福音は執念を持って戦わないといけません。そうすると、イスラエルにあった滅びの災いはもう終わったのですが、私たちにその証拠が現れて、私たちが行く所々にイスラエルの災いが砕かれる証拠が現れるようになります。皆さんの力とは関係なく。ですから、福音の優勝会を必ずやってください。今皆さんに第1位になってトップになっているテーマは何でしょうか。必ずあります。福音はそれに負けるくらい、そんなものでしょうか。全部、「おまえは3位、お前は10位。おまえは本当はもう順位にも入らない。おまえは予選落ち」ととにかく福音が優勝です。福音がチャンピオンになるように。それを工夫してみてください。
それから、特にいろいろな礼拝がありますが、日曜日の礼拝、特に御言葉を聞く、説教をもって考えて本当に真実な思いで姿勢を正すようにしてください。毎週、やっていることだからではなく、イスラエルは預言者を殺し拒否しました。そうならば、「私は絶対に酒は見向きもしません」という気持ちで、「私は何が何でもどんなに疲れていても神の御言葉を聞こうじゃないか」という気持ち、アプローチを持ってください。預言者を殺して滅びました。預言者は神の御言葉を語る役割の人です。それならば、私たちは逆に何が何でも神の御言葉をつかもうじゃないかと真逆にすればよいです。
それから、最後に皆さんが現場に行ったらいろいろな祈りがあるでしょうが、それら祈りの課題に２、３番目とずっと後にしておいて、とにかく現場にこの福音が臨まれるように、その祈りを優先にして祈るように心がけてみてください。その祈りができないというのは、それで別に裁かれるわけではないのですが、良く考えてみると今の霊的な状態、福音の理解などがそれぐらいだということなのです。どんなに訓練を受けて経歴があったとしても、現場に行って現場の福音宣教、たましいを心に持って祈ることが大優先になっていない場合は、今その人の霊的な状態はそれくらいなのです。他は祈ることはありません。本当にないです。その福音が伝えられることに対して恨（ハン）をもって祈らないといけません。執念を持って。神様が皆さんにこのような答えを必ず与えられますので、今日はイエスさまの嘆きの声を聞いてクリスチャンの私たちが福音と神の愛に対して執念深くエキサイティングにアプローチする約束をぜひ握っていただきたいと思います。
（お祈り）
愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日、兄弟姉妹とともに主を見上げ礼拝をささげるこの幸いを感謝いたします。これがどれほど幸いな時なのか一人一人に教え示し、また体験させてください。そして、これから残りの生涯どんどんこの神の国の祝福、神様ご自身、神の愛、イエスの福音、神の御言葉、福音宣教などに対して、積極的に執念を持ってアプローチしていくことができるように。それにともなう多くの実を結ぶ、実りある人生になるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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